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 平成 16年 6月 21日付けで認定を受けた地域再生計画について下記のとおり
変更したいので、地域再生推進のためのプログラム５．（１）に基づき、地域再

生計画の変更の認定を申請します。 
 
 

記 
 
１．変更事項   地域再生の支援措置の追加変更 
 
２．変更内容   国土交通省「まちづくり交付金の創設」（２１２０２８）の 

支援措置の追加変更



（別紙） 
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新 旧 
１ 地域再生計画の申請主体の名称 

  小 山 町 

 （ 静 岡 県） 

 
２ 地域再生計画の名称 
  交流人口拡大による地域再生計画 
 
３ 地域再生の取組を進めるようとする期間 
  平成 16年～平成 20年 
 
４ 地域再生計画の意義及び目標 
 小山町は、標高３００mから３，７６６m即ち富士山頂までを町域と

し、また首都圏から１００km 圏内にあり、静岡県内では最も都心に近

い位置にあります。基幹道路（東名高速道路・国道２４６号・１３８

号・東富士五湖道路）にも恵まれ、また富士登山客はもとより冨士霊

園、富士スピードウェイ、町内 12 個所のゴルフ場等民間観光施設もあ

ることから、観光交流客数は静岡県内でも常に上位にあります。しか

し、基幹道路に恵まれてはいるが、ただ通りすぎるだけの道路として

の性格が強く、また民間観光施設に恵まれ観光交流数は多いがその経

済効果が地域住民にとっては実感がありません。 

そこで、小山町の地域資源を活用した観光交流空間をつくり、次の

地域資源を活かした地域再生計画を実施します。 

小山町では平成 16 年 10 月に国道 246 号に道の駅「ふじおやま」を

開設し、交流数に見合った経済効果が実感できる拠点を整備していま
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す。さらに、国道 138 号にも平成 20 年を目標に道の駅を開設していき

ます。 

また、平成 14 年に設置したフィルムコミッション委員会が実施して

いる映画やドラマの撮影協力は、今後、通達に沿った形での道路使用

することにより県道や町道に面した明治から大正時代をほうふつさせ

る工場の壁や、昭和初期の建物の前面道路での撮影等が可能になり、

地域経済に大きく貢献することが見込まれます。 

更に、平成 16 年 10 月に開催予定の第 1回国際ヒルクライム Mt．富

士サイクルロードレースは単発的なイベントではなく継続開催も可能

であり、地域の地形的特長をいかし、また国際的イベントであります

Ｆ１の開催をめざして、平成 17 年にリニューアルオープンする富士ス

ピードウェイトとの連携により様々なジャンルのサイクルイベントを

網羅した「オールサイクルフェスティバルＩＮ小山」の実現をめざし

ます。フィルムコミッションや国際ヒルクライム大会の開催は、地域

経済の活性化はもとより、小山町の知名度の向上にも大きく寄与する

と考えております。 

平成 17 年に整備が予定されています足柄スポーツ広場を活用し、サ

ッカー大会の開催を増加させると共に、農業体験や環境学習がセット

されたスポーツ交流イベント等を開催し、新たなスポーツ交流事業に

も取組み、交流人口の拡大を図ります。 
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万人となっておりますが、平成 20 年の目標であります観光交流客数

345 万人は、平成 16 年 10 月に開設される国道 246 号道の駅「ふじお

やま」の利用者数 30 万人と富士スピードウェイのリニューアルオープ

ンによる来場者数 15 万人が見込まれます。 

地域に実感のある交流人口を拡大するために、現在 7 万人の宿泊客

数（富士山関連客）を平成 20 年には 8万人を目標といたしますが、そ

の内訳はフィルムコミッションによる宿泊客数現在年間約 300 人であ

りますが、平成 20 年には 1,000 人を見込み、また国際ヒルクライム大

会による参加募集定員は 1,000 人でありますが、２年目以降参加募集

定員を増やしつつ、全日本実業団自転車協議会連盟主催の「個人タイ

ムトライアル選手権大会」の誘致や「オールサイクルフェスティバル

IN 小山」を計画し年間４千人の宿泊客数を見込んでいます。 

また、平成１７年にスポーツ広場整備を実施し平成１８年度にはス

ポーツ交流事業を実施し当初はサッカーの大会を年４回（１回３２チ

ーム参加）程度開催していきますが、年々大会回数を増やし、また新

たなスポーツ交流事業を実施することにより宿泊客数の増加を図りま

す。 

 
６ 講じようとする支援措置の番号及び名称 
 ２０１００１ 映画ロケ、イベント等及びカーレースに伴う道路使

用 
        許可の円滑化 
 ２０８００１ 地域づくりアドバイザリー機能の強化 
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 地域再生計画の当初計画において、関連事業に位置づけていました

国道 138 号「道の駅」基本計画・整備計画の策定について、「まちづ
くり交付金」の活用を検討し、地域の皆様との協働により事業の具現

化を図り、更なる交流人口の拡大を目指します。 
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７ 構造改革特区の規制の特例措置により実施する取組その他の関連

する 
  事業 
・ 交流空間づくりによる地域再生推進のプログラムの策定事業 
（県単補助） 

 小山町地域再生計画の推進のための内、スポーツ交流人口拡大とフ

ィルムコミションによる宿泊客数について、平成 16年度に地域づくり
団体、ＮＰＯ法人、ボランティア団体等から構成されるワークショッ

プを開催し、フォローアップ調査する仕組みを策定します。 
・ 国道 138号「道の駅」基本計画・整備計画の策定 
交流人口の更なる拡大を目指し、平成 20年度に「道の駅」の開設を

目標に基本計画・整備計画について須走まちづくり協議会を設置し、

地域住民との協働さぎょうにより実施する。 
 
８ その他の地域再生計画の実施に関して地方公共団体が必要と認め

る事 
  項 
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別紙 ２１２０２８ 追加 

 


